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報告

で
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
か
ら
の
出
稼
ぎ
者
が
多
数
集
ま
る
場
所
で
も
あ
る
。
彼

女
は
、
博
士
論
文
の
た
め
の
調
査
を
こ
こ
で
行
い
、
六
百
人
以
上
の
女

性
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
家
事
労
働
や
工
場
労
働
従
事
者
の
ほ

か
、
性
産
業
従
事
者
も
多
数
い
る
。
性
産
業
従
事
者
や
時
に
は
家
内
労
働

者
も
、
絶
え
ず
H
I
V
感
染
の
危
険
に
晒
さ
れ
て
お
り
、
カ
レ
ン
系
ビ
ル

マ
人
が
開
設
し
て
い
る
シ
ン
シ
ア
診
療
所
で
は
、
多
数
の
患
者
の
治
療
を

行
っ
て
き
た
。

キ
ン
マ
ー
マ
ー
チ
ー
氏
は
国
外
に
出
た
出
稼
ぎ
女
性
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
も
と
に
、
特
に
H
I
V

＼

エ
イ
ズ
感
染
者
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
制

作
す
る
こ
と
と
な
る
。
フ
ィ
ル
ム
は
九
名
の
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
出
稼
ぎ
者
、

N
G
O
ワ
ー
カ
ー
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
元
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。
彼
女
た

ち
が
本
国
で
ど
の
よ
う
な
境
遇
の
も
と
で
暮
ら
し
て
い
た
か
、
い
か
な
る

教
育
を
受
け
て
き
た
か
、
ど
う
や
っ
て
自
国
を
離
れ
、
異
国
の
土
地
で
働

く
よ
う
に
な
っ
た
か
、
本
国
に
残
る
親
兄
弟
な
ど
に
い
か
に
送
金
し
、
支

援
を
試
み
て
い
る
か
な
ど
、
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
順
に
編
集
さ
れ
て
い
る
。

都
会
で
大
学
教
育
を
受
け
た
人
間
も
い
る
が
、
多
く
は
村
落
か
ら
人
身
売

買
組
織
に
絡
ん
だ
り
時
に
は
人
に
だ
ま
さ
れ
た
り
し
て
、
メ
ー
ソ
ー
ト
に

や
っ
て
く
る
。
性
産
業
に
従
事
す
る
な
か
で
H
I
V
に
感
染
し
た
り
、
エ

イ
ズ
を
発
症
し
た
り
す
る
経
緯
が
語
ら
れ
る
。
夫
か
ら
H
I
V
を
移
さ

れ
、
そ
の
後
シ
ン
シ
ア
診
療
所
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
働
く
女
性
も
い

ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
上
演
と
監
督
に
よ
る
質
疑
応
答

報
告　

土
佐
桂
子

　

︿
総
合
文
化
研
究
所
の
主
催
・
共
催
で
開
い
た
イ
ベ
ン
ト
﹀

　
「
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
上
演
と
監
督
に
よ
る
質
疑
応
答
」

（
総
合
文
化
研
究
所
・
ビ
ル
マ
語
教
室
共
催
）

監
督
：
キ
ン
マ
ー
マ
ー
チ
ー
（D

r. K
hin M

ar M
ar K

yi

：
オ
ッ
ク
ス

フ
ォ
ー
ド
大
学
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
フ
ェ
ロ
ー
）

タ
イ
ト
ル: " D

ream
s of D

utiful D
aughters: Inspirational life sto-

ries of B
urm

ese w
om

en in Thailand"

（
六
十
分
）

日
時
：
六
月
二
九
日
四
時
限

場
所
：
二二
四
号
室

監
督
の
キ
ン
マ
ー
マ
ー
チ
ー
氏
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
研
究
者
で
あ
り
、
活

動
家
で
あ
る
。
民
主
化
運
動
に
参
加
後
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
亡
命
、オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
大
学
で
人
類
学
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
等
を
学
び
博
士
号

を
取
得
す
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
はExcellence in G

ender R
esearch 

賞
等
多
数
の
賞
を
受
賞
し
、
現
在
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
の
ア
ウ
ン
サ

ン
ス
ー
チ
ー
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
研
究
フ
ェ
ロ
ー
を
務
め
る
。
今
回
は
ア
ジ
ア

国
際
学
会
で
キ
ン
マ
ー
マ
ー
チ
ー
氏
と
同
じ
パ
ネ
ル
に
参
加
し
た
ご
縁

で
、
来
日
の
際
に
本
学
で
同
フ
ィ
ル
ム
を
上
演
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
た
。

舞
台
は
ミ
ャ
ン
マ
ー
と
の
国
境
に
近
い
タ
イ
の
タ
ー
ク
県
メ
ー
ソ
ー
ト
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Reports

る
。
人
生
の
な
か
で
最
も
つ
ら
か
っ
た
思
い
出
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
、

今
の
心
境
な
ど
が
語
ら
れ
て
い
く
。

文
化
人
類
学
に
は
映
像
人
類
学
と
い
う
分
野
が
あ
る
。
英
国
で
は
か
な

り
以
前
か
ら
グ
ラ
ナ
ダ
テ
レ
ビ
な
ど
で
、
人
類
学
者
の
協
力
を
得
て
、
世

界
各
地
の
諸
民
族
に
関
わ
る
秀
逸
な
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
が
制
作
さ
れ

て
き
た
。
ま
た
、
映
像
人
類
学
は
文
化
、
社
会
を
「
民
族
誌
」
的
に
記
述

す
る
新
た
な
表
現
媒
体
と
し
て
注
目
さ
れ
る
が
、
書
き
物
や
書
籍
と
同

様
、「
編
集
」
が
も
た
ら
す
、「
現
実
」
の
切
り
取
り
方
へ
の
関
与
に
つ
い

て
も
多
数
議
論
が
あ
る
。

キ
ン
マ
ー
マ
ー
チ
ー
氏
も
膨
大
な
フ
ィ
ル
ム
の
編
集
に
頭
を
悩
ま
せ
、

完
成
に
は
数
年
間
を
費
や
し
た
と
い
う
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
人
々

は
、
民
族
的
背
景
、
宗
教
的
背
景
、
家
族
構
成
、
教
育
状
況
、
タ
イ
に
来

る
ま
で
の
経
緯
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
た
だ
多
く
の
地
域
と
同
様
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
国
内
で
性
産
業
の
従
事
者
や
H
I
V

＼

エ
イ
ズ
患
者
は
極
め
て

重
い
意
味
を
持
ち
、
よ
り
は
っ
き
り
言
え
ば
無
理
解
と
蔑
視
の
対
象
で
も

あ
る
。
そ
う
し
た
背
景
や
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
か
ら
、
現
在
家
族
と
連
絡
を

絶
っ
て
い
る
も
の
も
多
い
。
キ
ン
マ
ー
マ
ー
チ
ー
氏
は
彼
ら
を
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
の
題
名
に
あ
る
よ
う
に
、
残
し
て
き
た
両
親
や
兄
弟
、
家
族

た
ち
へ
の
送
金
と
生
活
支
援
に
、
文
字
通
り
身
を
挺
し
て
働
く
女
性
と
い

う
切
り
口
か
ら
描
く
こ
と
に
し
た
と
い
う
。
い
ず
れ
も
、
過
酷
な
、
時
に

熾
烈
な
人
生
を
経
て
お
り
、
病
床
で
、
ほ
ぼ
横
た
わ
っ
た
ま
ま
声
を
振

り
絞
る
よ
う
に
、
人
生
を
語
る
女
性
も
含
ま
れ
る
（
ち
な
み
に
完
成
を
待

た
ず
に
亡
く
な
っ
た
と
思
し
き
彼
女
へ
の
謝
辞
が
、
フ
ィ
ル
ム
最
後
に
流
さ
れ

る
）。
個
々
の
過
酷
な
状
況
が
見
え
れ
ば
見
え
る
ほ
ど
、
そ
の
穏
や
か
な

語
り
口
の
対
比
が
観
る
も
の
を
圧
倒
す
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
フ
ィ
ル
ム
は
こ
れ
ま
で
も
英
国
、
米
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど

で
上
映
さ
れ
、
観
客
の
心
を
揺
り
動
か
す
力
強
い
映
像
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
て
き
た
。
人
生
の
重
み
が
滲
み
出
る
よ
う
な
フ
ィ
ル
ム
は
、
監
督

が
長
年
に
わ
た
っ
て
、
彼
女
た
ち
と
構
築
し
た
揺
る
ぎ
な
い
信
頼
関
係
の

成
果
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。
フ
ィ
ル
ム
に
つ
い
て
世
界
各
地
の
研
究
機
関

や
女
性
セ
ン
タ
ー
な
ど
か
ら
購
入
希
望
の
問
い
合
わ
せ
が
来
て
い
る
と

い
う
。
し
か
し
監
督
は
女
性
た
ち
か
ら
の
許
可
も
得
て
お
り
、
商
業
路
線

に
乗
せ
る
こ
と
は
支
援
の
資
金
に
も
な
り
う
る
と
理
解
し
つ
つ
も
、
ミ
ャ

ン
マ
ー
国
内
の
状
況
か
ら
出
演
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
に
不
安
を
持

ち
、
現
状
で
は
応
じ
て
い
な
い
。

本
学
で
の
上
映
に
は
、
大
学
院
所
属
教
員
の
ほ
か
、
A
A
研
の
教
員
、

研
究
員
の
方
々
や
若
手
研
究
者
、
さ
ら
に
、
学
部
生
、
大
学
院
生
な
ど
、

四
十
名
近
く
が
参
加
し
た
。
音
声
が
ビ
ル
マ
語
、
字
幕
が
英
語
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
学
部
生
に
と
っ
て
分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
よ
う
だ

が
、
衝
撃
や
感
銘
も
大
き
か
っ
た
よ
う
で
、
時
間
が
終
了
し
て
も
、
多

数
が
監
督
を
取
り
囲
ん
で
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
た
。
ち
な
み
に
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
国
際
放
送
局
か
ら
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
も
参
加
し
、
終
了
後
監
督
や
本
学
学
生
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
行
わ

れ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
に
配
信
さ
れ
た
。
ま
た
、
フ
ィ
ル
ム
に
衝
撃
を
受
け
た

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
タ
ッ
フ
の
発
案
で
、
週
末
に
急
遽
在
日
ミ
ャ
ン
マ
ー
人
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
内
で
も
上
映
さ
れ
、
や
は
り
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
と
い
う
。

ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
政
権
が
樹
立
し
て
以
降
、
表
現
の
自
由
は
格
段

に
増
加
し
、
従
来
は
国
外
で
し
か
撮
れ
な
か
っ
た
社
会
的
テ
ー
マ
の
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
や
短
編
映
画
の
制
作
も
国
内
で
増
え
つ
つ
あ
る
。
今
後

期
待
で
き
る
分
野
と
も
い
え
る
だ
ろ
う
。


